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第
38
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)  

八
月
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

   

今
号
は
都
内
の
現
存
算
額
と
所
沢
の
算
額
に
つ
い

て
少
し
述
べ
ま
す
。
渋
谷
の
金
王
神
社
の
算
額
は
数

年
前
に
訪
ね
ま
し
た
。
足
立
区
郷
土
博
物
館
保
管
の

算
額
は
ま
だ
現
物
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
暑
く
て
出
掛

け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

  
 
 

渋
谷
の
金
王
神
社
の
算
額 

 

一
、
は
じ
め
に 

渋
谷
の
金
王
神
社
は
、
冲
方
丁(

う
ぶ
か
た
と
う)

の
小

説
「
天
地
明
察
」（
本
屋
大
賞
）
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
小
説
は
渋
川
春
海
（
天
文
学
者
）
の
貞
享
暦
作

成
を
扱
っ
た
も
の
で
、
こ
の
神
社
の
算
額
を
巡
っ
て

関
孝
和
と
の
出
会
い
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
小
説
に

は
具
体
的
な
算
額
の
問
題
が
出
て
来
ま
す
が
、
実
際

の
金
王
神
社
の
算
額
の
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
訪
ね
た
の
は
平
成
25
年
12
月
。
宝
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
算
額
は
三
面
あ
り
、
渋
谷
区
指
定

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問

題
を
い
つ
か
は
解
い
て
み
よ
う
と
思
い
ガ
ラ
ス
越
し

に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
が
、
全
く
忘
れ
て
い
ま
し 

 

た
。
た
ま
た
ま
思
い
出
し
た
の
で
問
題
の
内
容
を
見

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
字
句
の
不
明
の
個
所
は

群
馬
県
和
算
研
究
会
の
資
料
で
補
い
ま
し
た
。 

 

 

二
、
嘉
永
三
年
の
算
額 

 

こ
の
算
額
は
、
嘉
永
三
年(

一
八
五
〇)

五
月
に
中

渋
谷
村
の
海
老
澤
摠
右
衛
門
と
い
う
人
に
よ
っ
て
奉

納
さ
れ
た
数
列
の
問
題
で
、
関
流
の
水
埜(

野)

與
七

郎
門
人
と
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
は
二
十
八
宿
か
ら
と

っ
た
十
五
宿
の
名
前
を
付
け
た
球

(

円
と
同
じ)
（
角
・
亢
・
氐
・
房
・

心
・
尾
・
箕
・
斗
・
牛
・
女
・
虚
・

危
・
室
・
壁
・
奎
）
が
並
ん
で
い

る
。
角
と
亢
の
二
球
の
周
の
和
が

16
寸
、
心
と
尾
と
箕
の
三
球
の
周

の
和
が
30
寸
、
虚
と
危
と
室
と
壁

と
奎
の
五
球
の
周
の
和
が
63
寸

の
と
き
、
角
の
周
は
幾
つ
か
、
と

い
う
も
の
。 

 

答
は
、7.763321

…
寸 

 

 

術
は
招
差
術
に
よ
り
、
初
数
69
、
中
数

5395

、

定
数79760

と
し
、（
中
数
＋
定
数
―
初
数
）÷

10960

に
よ
り
角
の
球
周
を
得
る
、
と
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
術
文
で
は
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
し
、
条
件

も
不
明
で
す
。
群
馬
県
和
算
研
究
会
の
資
料
で
は
次

の
よ
う
に
解
い
て
い
ま
す
。 

 

今
有
如
圓
宿
名
一
十
五
球 

只
云
角
亢
二
球
周
寸
相
併 

一
十
六
寸
又
云
心
尾
箕
三 

球
周
寸
相
併
三
十
寸
重
云 

虚
危
室
壁
奎
五
球
周
寸
相 

併
六
十
三
寸
問
角
球
周
寸 

幾
何 

答
七
寸
七
分
六
厘
三
毛
三 

糸
二
忽
一
微
有
奇 

術
曰
依
方
裎
招
差
術
得
初 

數
六
十
九
個
中
數
五
千
三 

百
九
十
五
箇
定
數
七
万
九 

千
七
百
六
十
個
列
初
數
以 

減
中
數
加
定
數
以
一
万
九 

百
六
十
個
除
之
得
角
球
周 

寸
合
問 

關
流
水
埜
與
七
郎
正
衜
門
人 

中
渋
谷
村 

嘉
永
三
年
戌
五
月
吉
日 

海
老
澤
摠
右
衛
門
正
泰 
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   

料より）群馬県和算研究会の資　　　　　　　　　（

を代入して

の一般式が得られる。

を求め①に代入してら、②～④の連立方程式か

④

③

②

題意より

①

を次のように表す。

番目の円の周３個あるので、一般的であり、条件が

数列がが、和算の数列は階差数学的に不備な問題だ











763321.7

1
10960

79760

10960

5395

10960

69

,,

63560730

3031577

162

11

1

2

1514131211

765

21

2













A

nnnA

A

cba

cbaAAAAA

cbaAAA

cbaAA

cnbnaA

n

n

n

n

等円径正方形の一辺小 



2

25
)(

1

2






乙

甲

乙
弦の長さ

  

三
、
安
政
六
年
の
算
額 

 

こ
の
算
額
に
は
、
安
政
六
年(

一
八
五
九)

関
流
宗

統
六
伝
御
粥
安
本
門
人 

西
條
藩（
愛
媛
県
西
条
市
）

山
本
庸
三
郎
貴
隆
と
あ
り
ま
す
。
な
お
御
粥
安
本(

お

か
ゆ
や
す
も
と

、1794

～1862)

は
寛
政
六
年
生
れ
。
尾
張

名
古
屋
藩
士
。
字
は
君
修
、
通
称
は
猪
之
助
。
日
下

誠
ら
に
学
ぶ
。「
算
法
浅
問
抄
」
な
ど
著
書
多
数
。 

 

こ
の
算
額
に
は
三
問
あ
り
ま
す
。 

 

一
問
目
は
大
円
一
個
と
中
円
二
個
が
交
差
し
て
い

て
、
そ
の
隙
間
に
入
る
よ
う
に
小
円
六
個
を
内
接
さ

せ
る
。
大
円
の
直
径
が593

 

寸
の
と
き
、
中
円
の
大

き
さ
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
。 

答
は
、463.

…
寸
と

あ
り
ま
す
。
私
は
解
い

て
い
ま
せ
ん
が
群
馬
県

和
算
研
究
会
の
資
料
で

は
正
解
は
、 

 
 
 

475.549077

…
寸
と
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
術
文
も
正

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
問
目
は
、
図
の
よ
う

に
正
方
形
の
中
に
楕
円
一

個
と
等
円
二
個
、(

小
）
正

方
形
四
個
を
容
れ
る
。
等

円
直
径
が

7392

寸
の
と

き(

小
）正
方
形
の
一
辺
の

長
さ
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
。 

答
は7607. 

…
寸
と
あ
り
ま
す
。 

術
文
は
下
の
よ
う
な
式
に
な
り
ま
す
。
こ
の
問

題
は
（
小
）
正
方
形
の
角
を
楕

円
が
通
る
の
が
前
提
で
す
。 

 

三
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
一

部
欠
け
た
円
内
に
円
弧
を
置
き
、

そ
れ
ら
の
間
に
甲
円
一
個
、
乙

円
三
個
を
容
れ
る
。
甲
円
直
径

5
寸
、
乙
円
直
径
4
寸
の
と

き
円
弧
の
弦
の
長
さ
は
幾
つ
か
、
と
い

う
も
の
。 

答
は
16
寸
と
あ
り
ま
す
。 

術
文
は
下
の
よ
う
な
式
に
な
り
ま
す
。 

 

                            

今
有
如
圖
交
畫
大
員

中 

員

而
其
罅
容
小
員

大 

員
径
五
百
九
十
三
寸
問
中 

員
徑
幾
何 

答
曰
中
員
徑

 

術
曰
置
一
十
七
个
平
方
開 

之
内
減
一
个
餘
乘
大
徑
四
除
之
得
中
徑
合
問 

今
有
如
圖
方
内
容
橢
員

等 

員

等
方

等
員
徑
七
千
三 

百
九
十
二
寸
問
等
方
面
幾
何 

答
曰
等
方
面

 

術
曰
置
五
个
平
方
開
之
加
二 

个
平
方
開
之
乗
等
徑
半
之
得 

等
方
面
合
問 

今
有
如
圖
員
缺
内
隔
弧
背
容 

甲
員

乙
員

甲
員
徑
五
寸 

乙
員
徑
四
寸
問
弦
幾
何 

答
曰
弦
一
十
六
寸 

術
曰
以
乙
徑
除
甲
徑
内
減
一 

个
餘
平
方
開
之
以
除
乙
徑
倍 

之
得
弦
合
問 

 

関
流
宗
統
六
傳 

御
粥
安
本
門
人 

西
條
藩 

 

山
本
庸
三
郎
貴
隆
撰 

安
政
六
年
己
未
四
月 

･････ 

･･･ 

･････ 

･････ 

･････ 
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四
、
元
治
元
年
の
算
額 

 

こ
の
算
額
は
水
野
與
七
郎
門
人
の
野
口
冨
太
郎
と

い
う
人
が
元
治
元
年(

一
八
六
四)

十
一
月
に
奉
納
し

た
も
の
で
扇
形
を
し
た
も
の
で
す
。
水
野
與
七
郎
は

嘉
永
三
年
の
算
額
に
出
て
き
た
名
前
で
す
。 

 

問
題
は
図
に
お
い
て
中
円
径
が
9
寸
、
小
円
径
が

4
寸
の
と
き
、
大
円
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う
も
の
で

初
歩
的
問
題
で 

す
。 

 

        

          

            

（
参
考
文
献
） 

群
馬
県
和
算
研
究
会
「
渋
谷
金
王
神
社
の
算
額
内
容
」
及

び
「
解
法
例
」 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 
 

足
立
区
郷
土
博
物
館
保
管
の
算
額 

 

東
京
の
足
立
区
郷
土
博
物
館
保
管
の
算
額
は
同
区

東
伊
興
の
氷
川
神
社
に
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
一

八
五
四
）
に
奉
納
し
た
も
の
。
こ
の
算
額
の
こ
と
は

「
和
算
の
館
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
り
ま
し
た
。
郷

土
博
物
館
に
連
絡
し
て
「
見
学
可
能
」
ま
で
確
認
し

ま
し
た
が
、
自
宅
か
ら
遠
く
、
ま
た
真
夏
の
暑
さ
に

負
け
そ
う
で
、
見
学
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
写
真
を
見
る
と
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

掲
額
者
は
「
關
流 

押
田
邦
全
先
生
門
人 
須
賀

三
治
郎
邦
慶
」と
あ
り
ま
す
。調
べ
て
み
ま
し
た
が
、

押
田
邦
全
、
須
賀
三
治
郎
と
も
ど
の
よ
う
な
人
物
か

不
明
で
し
た
。 

帯
直
円
と
は
長
方
形
の
互
い
の
反
対
側
に
半
円

を
付
け
た
形
の
も
の
で
す
。
甲
円
と
末
円
の
直
径
が

与
え
ら
れ
た
時
に
乙
円
の
直
径
は
幾
つ
か
、
と
い
う

も
の
。
甲
円
と
末
円
の
関
係
と
、
甲
円
と
乙
円
の
関

係
か
ら
乙
円
径
を
未
知
数
と
す
る
二
次
方
程
式
が
導

か
れ
ま
す
。
こ
れ
を
解
く
と
術
文
の
正
し
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。 

 

奉
納 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
帯
直
圓 

 
 
 
 
 
 
 
 

内
甲
圓
四
個
及 

 
 
 
 
 
 
 
 

隔
累
圓
容
乙
圓 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
個
只
云
不
拘 

 
 
 
 
 
 
 
 

累
圓
箇
数
末
圓 

 
 
 
 
 
 
 
 

徑
若
干
甲
圓
徑 

 
 
 
 
 
 
 
 

若
干
問
乙
圓
徑 

 
 
 
 
 
 
 
 

幾
何 

  
 
 
 
 
 
 

答
依
左
術
求
乙
圓
徑 

術
曰
置
甲
圓
徑
減
末
圓
徑
名
子
乗 

甲
圓
徑
開
平
方
減
子
倍
之
得
乙
圓
徑 

合
問 

 
 
 

關
流 

 
 
 
 

押
田
邦
全
先
生
門
人 

嘉
永
七
甲
寅
年
正
月
吉
日 

須
賀
三
治
郎
邦
慶 

如
圖
中
圓
徑
九
寸 

小
圓
徑
四
寸 

大
円
径
幾
何
問 

答
三
十
六
寸 

      

術
曰
置
中
圓
径
除
小
圓
徑 

開
平
方
内
減
一
箇
自
之
以 

除
中
圓
径
得
大
圓
徑
合
問 

關
流 水

野
與
七
郎
門
人 

野
口
冨
太
郎 源

貞
則 

元
治
元
甲
子
年
十
一
月
吉
日 

金王神社の三面の算額（上段の２
面と下段右、平成25年 12月撮影）   
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    

ことが確認できる。

しいこれは解いてみれば正

つまり、

乙円径子甲円径子

子甲円径ー末円径＝

とすれば、、、

径を甲円径、末円径、乙円

術文は

lkklkm

lk

mlk







2

2

                      

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

所
沢
市
の
算
額 

 

七
～
八
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
友
人
と
ハ
イ
キ
ン

で
自
宅
か
ら
西
武
園
の
方
に
歩
い
て
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
偶
然
、
山
口
観
音
（
金
乗
院
）

で
次
の
よ
う
な
標
識
を
目
に
し
ま
し
た
。
こ
の
標
識 

 

に
は
算
額
の 

写
真
も
あ
り

ま
し
た
が
、

案
内
文
の
通

り
全
く
不
鮮

明
な
も
の
で
し
た
。 

こ
の
算
額
は
安
永
九
年(

一
七
八
〇)

三
月
の
銘

が
あ
り
、
埼
玉
最
古
の
も
の
と
し
て
市
の
文
化
財
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

幸
い
算
額
の
内
容
が
『
埼
玉
の
算
額
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
問
題
の
提
示
で
は
な
く
図
形
も
何

を
意
味
し
て
い
る
か
不
明
で
す
。
出
題
（
掲
額
）
者

は
武
州
新
座
郡
引
又
町
（
現
志
木
市
）
村
山
忠
治
郎

と
、
門
人
の
入
間
郡
大
久
保
村
（
現
富
士
見
市
）
芳

野
平
兵
衛
、
同
水
子
村
（
現
富
士
見
市
）
關
野
彌
市

良
で
す
が
、
詳
細
は

い
ず
れ
も
不
明
で
す
。 

 

な
お
、
所
沢
市
に

は
他
に
北
野
天
神
社

（
所
沢
市
北
野
）
の

安
政
六
年
の
算
額
、

熊
野
神
社
（
所
沢
市

下
新
井
）
の
明
治
六

年
の
算
額
が
あ
り
ま

す
。
六
年
前
で
す
が

前
者
は
見
学
を
断
ら

れ
ま
し
た
が
、
後
者

は
見
学
で
き
ま
し
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

久
し
ぶ
り
に
乗
っ
た
電
車
で
の
こ
と
。
私
の
対
面

に
座
っ
て
二
人
の
子
供
が
ふ
ざ
け
て
い
た
。
電
車
が

停
車
し
た
時
一
人
が
、
ホ
ー
ム
と
ド
ア
の
隙
間
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
捨
て
た
。「
そ
ん
な
処
に
捨
て
ち
ゃ
駄

目
じ
ゃ
な
い
か
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
な
さ
い
。
分
か
っ

た
？
」
と
私
は
席
か
ら
大
声
で
も
な
く
厳
し
く
も
な

い
よ
う
に
注
意
し
た
。
そ
の
子
は
ち
ょ
っ
と
し
ま
っ

た
と
い
う
よ
う
な
表
情
だ
っ
た
。そ
れ
で
終
わ
っ
た
。 

幾
つ
か
先
の
地
元
の
駅
で
降
り
る
と
中
年
の
品

の
良
い
婦
人
が
後
ろ
か
ら
「
偉
い
わ
ね
、
中
々
注
意

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
よ
か
っ
た
わ
」

と
言
っ
て
き
て
く
れ
た
。
私
は
び
っ
く
り
し
た
。 

(上)山口観音にある標識（2010年 3月写す） 
(中)山口観音算額（『所沢市史 文化財編』より）  
      （この写真が一番鮮明でした） 
(下)熊野神社算額（2010年 6月写す） 


